
	日本保全学会　保　全　遺　産　申　請　書　
	頁
	１／■

	申請・推薦（代表）者
	
	提出年月日
	　　　　年　　月　　日

	申請者・推薦者連絡先（所属・〒・住所・電話）

申請者・推薦者E-mail


	会員

資格
	□正会員
	□法人会員

	
	
	□その他
	

	
	会員No.


	ふ　り　が　な
	

	資　料　名　称

（説明資料は

別紙を添付）
	

	種類
	1. 機器、プラント、システム　　　2.技術資料 　　　3.保全措置　　（該当するものに○印）

	遺産の所在地　　〒・所在地・施設名（会社・博物館等）



	遺産の管理者（照会できる者）
	

	管理者連絡先　所属・住所・電話・FAX・E-mail



	申　　請　　理　　由　　（　　所　　見　　）



	申　請　者　評　価　結　果
	（認定該当項目に○）

	１．独創技術または新規性がある（世界最初、日本最初）
　　
	

	２．経済性の観点で特に優れている（定期検査期間の短縮等）

　　

	

	３．保守性・施工性の観点で特に優れている（被ばく低減等）

	

	４．設備の信頼性向上の観点で特に優れている（精度向上等）
・

	

	５．以降の保全技術の発展に大きく寄与した

	

	６．その他、特筆すべき価値がある（　　　　　　　　　　　　　　）


	

	他学協会等の

遺産認定有無
	無　・　有　〔　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　（　　　　　　　年指定・登録）〕



